
堀川1000人調査隊2010

Horikawa Sen-nin Chosatai
(Horikawa River Thousand-Citizen Survey Network)
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▼満潮

▼干潮
潮の干満によって水位、流れの向き・速さが変化します

気温、降水量、日照時間等の変化

地下水等

水の汚れの主な原因は家庭や工場や店舗などからの排水です

汚れた水は水処理センターで処理されてから放流されています

私たちが使っている水の水源は木曽川です

赤潮や青潮のようになる
時がありました
名古屋港や堀川の下流
域では植物プランクトン
などが増殖と死滅を繰り
返すことで水域がさらに
汚れるといわれています

植物プランクトンの
繁殖のもと（窒素や
リン）は、家庭や工
場や店舗などの排
水に含まれています たくさん雨が降ると汚れた水がそのまま

放流されることもあります

潮の干満の差が２ｍ以上の時もあります

流域面積：52.9km2

延 長：16.2km

猿投橋 元杁樋門

防潮水門

ヘドロが浮かび上がったり、巻
き上がったりする時があります

巻きあげ

堀川

赤潮の状況 青潮の状況

ヘドロ浮上の状況 ヘドロ巻上げの状況

清水わくわく水

暫定導水：0.3m3/s

堀川の概要
堀川は名古屋市の中心部を南北に貫く川で、庄内川より分かれ、矢田川を

暗きょで横断し、名古屋城の西から市の中心部である納屋橋地区を通り、熱
田台地の西に沿って南下し、名古屋港へ注ぐ延長16.2kmの河川です。
このうち、名古屋港から猿投橋の落差工(段差)までは、新堀川（支川）も含

めて潮の干満の影響を受ける感潮区間です。

感潮区間

流域面積：51.9km2

延 長：16.2km
（感潮区間13.6km）

位置図

堀川の水環境

納屋橋

熱田記念橋

猿投橋

名古屋港

名古屋駅

堀 川 新堀川(支川)

立石橋

内田橋

記念橋

堀川
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市民と行政のステップアップ型パートナーシップ

市民

行政

堀川の再生をめざして！
市民と行政がいっしょに歩む堀川浄化

ＤＯ（実施）
調査・活動の実施
結果の記録・整理
(市民の気づき)

ＣＨＥＣＫ(評価)
報告会を実施し

結果を共有・評価

ＡＣＴ（改善）
市民の新たな視点と
感覚で市民と行政が
いっしょに堀川の再生

をめざす

PLAN（計画）
堀川の再生のための
調査や実験や応援

の活動を計画

市民の
視点と
感覚

報告会（年２回）

３つのカテゴリーで活動

登録隊員数53,717人
◆ 定点観測隊 1,045人

堀川を市民の視点と感覚で調査
◆ 自由研究隊 650人

自由なテーマで堀川を研究
◆ 堀川応援隊 52,022人

堀川の浄化を応援

新たな水質改善施策を行政が実施・継続
木曽川からの導水停止後の新たな水質改善施策(2010年度(平成22年度)以降を整理)木曽川からの導水停止後の新たな水質改善施策(2010年度(平成22年度)以降を整理)

■ 守山水処理センターの下水再生水の活用 (2011年度(H23年度))■ 守山水処理センターの下水再生水の活用 (2011年度(H23年度))

川底からの悪臭・白濁を減らす対策川底からの悪臭・白濁を減らす対策
自然浄化機能を向上自然浄化機能を向上

(水処理センター放流水の水質向上)
■ 名城水処理センター高度処理 (2010年度(H22年度))
■ 堀留水処理センター簡易処理の高度化 (2018年度(H30年度))
■ 名城水処理センター簡易処理の高度化 (2019年度(R元年度))

(合流下水の雨天時の排水の抑制)
■ 堀川右岸雨水滞水池 (2010年度(H22年度))
■ 堀川左岸雨水滞水池 (2019年度(R元年度))

(水処理センター放流水の水質向上)
■ 名城水処理センター高度処理 (2010年度(H22年度))
■ 堀留水処理センター簡易処理の高度化 (2018年度(H30年度))
■ 名城水処理センター簡易処理の高度化 (2019年度(R元年度))

(合流下水の雨天時の排水の抑制)
■ 堀川右岸雨水滞水池 (2010年度(H22年度))
■ 堀川左岸雨水滞水池 (2019年度(R元年度))

水の汚れを減らすための対策水の汚れを減らすための対策

新たな水源を確保新たな水源を確保

■ 浅層地下水の利用 (2013年度(H25年度)以降 7箇所)■ 浅層地下水の利用 (2013年度(H25年度)以降 7箇所)

■ 覆砂

・堀川：桜橋～巾下橋付近 (2017年度(H29年度))

■ ヘドロ除去・覆砂

・新堀川：下流部 (2017,2018年度(H29,30年度) 

■ ヘドロ除去

・新堀川：立石橋～上流端 (2018年度(H30年度))

・堀川：護岸工事後にヘドロ除去 (継続実施)

■ 覆砂

・堀川：桜橋～巾下橋付近 (2017年度(H29年度))

■ ヘドロ除去・覆砂

・新堀川：下流部 (2017,2018年度(H29,30年度) 

■ ヘドロ除去

・新堀川：立石橋～上流端 (2018年度(H30年度))

・堀川：護岸工事後にヘドロ除去 (継続実施)

色
主に白濁、

濃灰色、茶褐色

におい
主にどぶ臭、ヘド
ロ臭、腐卵臭など

水の汚れ
主に有機物(溶解・浮遊)

ヘドロ
川底に堆積した汚れが腐敗したもの

泡
メタン

ヘドロ巻き上げ

無色・無臭
白濁

腐卵臭

ヘドロ臭

濃灰色

浮遊・懸濁物が
沈降・堆積

(有機物含む)
↓

酸素消費

どぶ臭

茶褐色
(赤潮)

水の汚れの発生源
家庭・工場・事業所等
水の汚れの発生源

家庭・工場・事業所等

泡
硫化水素

水処理センターからの放流水
合流下水の雨天時の排水

(未処理下水等の流入)

水処理センターからの放流水
合流下水の雨天時の排水

(未処理下水等の流入)

水域を撹拌して、
浮遊・懸濁物の沈降・堆積を
減らし、底層に酸素を供給

水域を撹拌して、
浮遊・懸濁物の沈降・堆積を
減らし、底層に酸素を供給

■舟運

・屋形船 ・工事船

■舟運

・屋形船 ・工事船

市民の視点と感覚
印象・あわ・におい・色など

市民の視点と感覚
印象・あわ・におい・色など

改善を確認改善を確認

新たな水質改善施策の
実施による効果を評価

■ 瀬淵の形成

(2010年度(H22年度)以降 8箇所)

■ 瀬淵の形成

(2010年度(H22年度)以降 8箇所)
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堀川1000人調査隊2010

５万人を超える市民ネットワーク

2007年4月 「堀川1000人調査隊2010」を結成

高度成長期に著しく汚れた「名古屋の母なる川・堀川」

かつての姿を取り戻そうと市民が立ち上がりました

15年間の軌跡
2007年度～2021年度

◆堀川浄化の社会実験で木曽川からの導水(0.4m3/s)の効果
を市民の視点と感覚で調べるために結成！社会実験終了後も
堀川の姿を記録し続けています。

◆堀川を愛する人の輪が広がり、５万人を超える大きな市民ネット
ワークに成長しつづけています！

(定点観測項目)

・汚れの印象（きれい～きたない） ・汚れの印象を評価した項目

・あわ ・におい ・色 ・ごみ ・生き物の様子など

■ 市民の視点と感覚

■ 透視度 ■ ＣＯＤ(水の中の有機物の指標)

観測報告数 9,103件 2021年度末現在

それぞれの調査隊が独自に日時と場所を選んで観測をしています。
また、テーマを共有した一斉調査も実施しています。その観測報告数は、
延べ9,103件、年間600件以上（15年間平均）です。

(記録表)

昭和40年頃の堀川（名古屋城付近）

昭和60年頃の堀川（納屋橋付近）

「新しい生活様式」に応じた
市民調査の一例

定点観測結果
入力ホーム QRコード

堀川1000人調査隊2010
ホームページ QRコード
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堀川1000人調査隊2010

市民の視点と感覚で調べたら
今まで見えなかった堀川の姿とその変化が見えてきた

■ 水の汚れの印象

■ におわないの割合

■ 川底からあわの発生

■ ヘドロ臭の発生

“きれい”～“どちらともいえない”の割合

印象が改善
川底からのあわが減少

においが改善
ヘドロ臭が減少

データ数

年度

データ数

年度

データ数

年度

データ数

年度

データ数

年度

データ数

年度

データ数

年度

データ数

年度

木曽川からの導水
（毎秒0.4m3）

市民の視点と感覚で市民の視点と感覚で

新たな水質改善施策の実施
による改善の効果を確認

堀川浄化の社会実験(2007年4月～2012年3月)
■猿投橋～松重橋間で木曽川からの導水（毎秒0.4m3）による

浄化の効果を確認

■堀川の浄化と再生を願う市民のネットワークが拡大

■清掃活動が活発化するなど市民の浄化意識が向上

新たな水質改善施策の実施

新たな水質改善施策の実施

新たな水質改善施策の実施

新たな水質改善施策の実施

新たな水質改善施策の実施

新たな水質改善施策の実施

新たな水質改善施策の実施

新たな水質改善施策の実施

木曽川からの導水
（毎秒0.4m3）

木曽川からの導水
（毎秒0.4m3）

木曽川からの導水
（毎秒0.4m3）

木曽川からの導水
（毎秒0.4m3）

木曽川からの導水
（毎秒0.4m3）

木曽川からの導水
（毎秒0.4m3）

木曽川からの導水
（毎秒0.4m3）

（区間別値）

（平均値） （平均値）

（区間別値）

（区間別値）

（平均値）

（区間別値）

（平均値）

使用データ：2007年度～2022年度
堀川 前日・当日の降雨なし

-4-



堀川1000人調査隊2010

市民の視点と感覚で調べたら
今まで見えなかった堀川の姿とその変化が見えてきた

透視度・ＣＯＤで透視度・ＣＯＤで

新たな水質改善施策の実施
による改善の効果を確認

堀川浄化の社会実験(2007年4月～2012年3月)
■猿投橋～松重橋間で木曽川からの導水（毎秒0.4m3）による

浄化の効果を確認

■堀川の浄化と再生を願う市民のネットワークが拡大

■清掃活動が活発化するなど市民の浄化意識が向上

■ ＣＯＤ(水の中の有機物の指標)

水の中の有機物が減少

データ数

年度

木曽川からの導水
（毎秒0.4m3） 新たな水質改善施策の実施

データ数

年度

■ 透視度

水の透明感が改善

データ数

年度

新たな水質改善施策の実施
木曽川からの導水

（毎秒0.4m3）

データ数

年度

ＣＯＤパックテスト

パックテスト薬剤変更後(薬事法)
第24st.～30st.のデータで整理

ＣＯＤパックテストの結果を
公定法の結果と比較

“きれい～どちらともいえない”を市民の許容範囲

透視度 70cm以上

市民の許容値：透視度70cm以上
決定係数 Ｒ2：回帰式が実際のデータに当てはまっているかを
判断する指標です。0から1の値で算出されます。1に近いほど
回帰式が実際のデータに当てはまっていることを表しています。

水の汚れの印象と透視度の平均値の関係
■使用データ 調査数：968
第2～30ステージ 堀川・全区間 降雨なし 期間外データ含む
汚れの印象の評価：透明感

透視度計

市民の許容値：透視度70cm以上

ＣＯＤパックテストの結果は、公定法の結果より大きめ
の値でした。水質の変化の傾向はとらえられています。

使用データ：2007年度～2022年度
堀川 前日・当日の降雨なし

（区間別値）

（平均値）

新たな水質改善施策の実施
木曽川からの導水

（毎秒0.4m3） 新たな水質改善施策の実施
木曽川からの導水

（毎秒0.4m3）

（区間別値）

（平均値）
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堀川1000人調査隊2010

市民の視点と感覚で調べたら
水の汚れのメカニズムの一端が見えてきた

出典：第29回調査隊会議 市民報告p.68

出典：第29回調査隊会議 市民報告p.120

（仮説） 新堀川上流域の水の汚れのメカニズム

（仮説） 堀川の水の汚れのメカニズム

白濁・腐卵臭

ヘドロ巻き上げ
ヘドロ臭
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堀川1000人調査隊2010

市民の視点と感覚で調べたら
色々な生き物が見られ、種によっては成育・繁殖も確認

出典：第29回調査隊会議 市民報告p.68

確認種数が増加…15年間に食物連鎖による自浄作用も回復？

大量死魚０記録 1,709日（2022年(令和4年)3月31日現在）

死魚発生：2017年(平成29年)7月26日
白鳥橋～堀川河口 死魚(ボラ・コノシロ)5000尾

堀川1000人調査隊

Youtube

（仮説）死魚が発生する条件
（過去の死魚の記録を整理）

堀川1000人調査隊の観察記
録や動画、写真、活動記録など

堀川1000人調査隊

活動の記録

・死魚の減少を確認 ・死魚発生のメカニズムを整理
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木曽三川がつなぐ山とまち
インターネットフォーラム

環境学習等の実施
主催・協力：鯱城・堀川と生活を考える会、名古屋堀川ライオンズクラブなど

上流は下流を思い
下流は上流に感謝

『堀川１０００人調査隊２０１０』事務局
〒460­0002

名古屋市中区丸の内１丁目２番１１号
ロマスビル５F

名古屋堀川ライオンズクラブ内
TEL ０５２-２２２-２６８６
FAX ０５２-２１２-８９８０

堀川1000人調査隊2010
URL  http://www.horikawa1000nin.jp/
E-mail 2010@horikawa1000nin.jp

堀川を愛する心を育む

堀川1000人調査隊2010

上下流交流と環境学習等の実施・継続

ナゴヤSUP推進協議会 堀川ライオンズクラブ

清掃活動の継続と改善に向けた要望

路上ごみがある
頻度の高い地点

小売店付近の公園・歩道など

“捨てる人”と
“拾う人”の
イタチごっこ

体験乗船会の開催・運営協力環境学習の実施

■ 路上ごみの確認頻度_確認回数/全調査回数×100％
2007年度～2021年度

堀川
調査回数：7,289

新堀川
調査回数：1,395

タバコの吸殻が多い

鯱城・堀川と生活を考える会調査隊

市民による清掃活動

捨てる人

タバコの吸殻と飲食後のごみ

私たちの要望
① 堀川・新堀川とその周辺を重点化した

ごみのポイ捨て・放置・散乱等を禁止し、
違反した者に過料する条例を設定

② 上記条例を周知するため、重点現場へ
の現地看板等の設置

③ ごみを落下させないための工夫
④ 浮遊物の効果的な回収方法の工夫
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